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他国の理解を深めるのに、 その国の歴史を把躍する営み
は欠かせない。 だが、歴史認識は長年、 日韓を隔てるくび
きになってきた。植民地時代の朝鮮史を研究する京都大人
文科学研究所の水野直樹教授は、最新の研究成果を土台に
歴史に向き合うべきであり、 その点で京都が果たしうる役
割は六きいと訴える。 〈吉永周平）

棄斤元雪区王子芝

京
都
大
人
文
科
学

研
究
所
教
授

い京都＠復関大

水
野

植
民
地
支
配
を

めぐ
る
研
究
は
以

前
な
ら 、
日
本
が
行
っ

た
悪
い
面
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

重点が
置
か

れ
た 。
だ
が 、
こ
こ
はω
年
ほ
ど 、
植

民
地
支
配
が
朝
鮮
人
に
苦
痛
を
与
え

た
点
跡
前
提
と
し
な
が
ら 、

悪い
面

も
肯
定
的
に
見
ら
れ
る
面
も
含
め
て

植
民
地
支
配
の

会主体
像
を
捉
え
よ
う

と
す
る
点
に 、
研
究
の

重点
は
移
っ

て
き
た 。
こ
れ
は 、
植
民
地

統治
を

通
じ
て
朝
鮮
に
持
ち

、垂れ
た
「
近

代」
の
多

面性
を
考
え
る
営
み
で
も

あ
る 。
韓
国

人研究

者も
複

眼的な

視
点
が
必

要だ
と

意識
し
て
お
り 、

日韓
の
研
究
者
は

協力

態勢
を
築
い

て
い
る 。

例

えば 、
こ
れ
ま
で

創氏

改名
は

「朝鮮人
の
名
前
を

日本人
風
に
変

え
さ
せ
た」
と

説明
さ
れ
て
き
た 。

だ
が 、
当
時
の
資
制
に
当
た
る
と
違

う
面
が
見
え
る 。
創

氏改名
は 、
名

前
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
自
体
よ
り

も 、

日本
の
家
制
度
を
朝
鮮
巳
持
ち

込
む
点
に
ポ
イ
ン
ト

が
あ
っ

た 。
朝

鮮
の
家

族制度
は 、
男

系血
統
に
基

づ
く
宗
族

集団
を
基
盤

にす
る 。
朝

鮮
の

「姓」
は

男系血

統を
示
し 、

女
性
は

結婚
し
て
も
夫
の
姓
に
な
ら

ず 、
父
姓
を
名
乗
り
続
げ
る 。一
方 、

直
樹
さ
ん
と
考
え
る

「
歴
史
研
究」

日本
の
家
族
制
度
は 、

宗家
で
あ
る

天皇
の
下
に

臣民
で
あ
る
家
長
と
各

家が
存
在
す
る
も
の
で 、
天

阜翻
を

支え
て
い
た 。

創氏

改名
は 、

日本

的

家族制度
を
表
す
「
氏」
を
作
ら

せ
で 、

天皇
へ
の

忠誠
心
を
朝
鮮
人

に
植
え
つ
け
る
狙
い
が
あ
っ

た 。

朝
鮮
総
督
府
は
創
氏
の
理
由
に

「

近代
化」
を
挙
げ 、

朝鮮は
同
じ

名字
を
持
つ

人が多
い
が 、

「金」

を
変
え
て
「

金本」
や
「
金
旦
に

す
れ

ばま
ぎ
ら
わ
し
さ
が
減
る
と
説

明
し
た 。
個
人
を
特
定
し
や
す
く
な

高麗契術館を建てた故鄭詔文さんが
創刊した季刊誌「日本のなかの朝鮮
文化」。1969年から81年まてデ刊行され
上田正昭さんや故司馬遼太郎さんら
が寄稿、日本古代文化が朝鮮と密接
な関係があったとする先駆的な主張
を、京都から発信した〈京都市北区・
高麗美術館）

最新成果を土台に向き合え
る
点
で
は

「近代
化」
し
た
と

いう

見方
も
可

熊た 。
だ
が 、

会宜伸と
し

て
見
れ
ば 、
朝
鮮
民
族
の
意
思
を
踏

み
に
じ
っ

て

朝鮮社
会

の在
り
方
を

む
り
や
り
変
え
よ
う
と
し
た
も
の

で 、
そ
こ
に

植民地
支
配
の
本

質が

表れ
て
い
る 。

ま
た 、
戦
前
の
治
安

維持法
は
朝

鮮半
島
で
も
独
立
運
動
や
共
産
主
義

運動
に
適
用
さ
れ
た 。
同
法
の

最高

刑
は
死
刑 。
日
本
で
は
拘

束中
の
拷

問
死
や
病
死
者
を
多

数出
す一
方 、

死
刑

判決
は
出
な
か
っ

た 。
と
こ
ろ

が
朝
鮮
で
は

多数
の
死

刑判決
が
出

た 。
多
く
の
ケ
l

ス
で
刑
法
の
罪
が

併
合
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え 、
同
じ

法
律
な
の
に

運用
面
で
は
日

本と
朝

鮮
で
違
っ

た 。
こ
う
し
た

歴史
の
研

究が
進
め
ば 、
「
内
鮮一
体」
を
掲

げ
て
朝
鮮
人
の
同
化
を
う
た
い
な
が

ら 、
朝
鮮
人
を
差
異
化
し 、
社
会
秩

序
を
乱
す
恐
れ
が
あ
る
と
み
な
し
て

抑
圧
し
た

構造が
明
ら
か
に
な
る 。

一

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
や
両
首
脳

一
の
関
係

悪化な
ど 、
近
年
の
日

みずの・なおさ 1950年京都市生まれ。京都
大大学院文学研究科修了。専門は朝鮮近代史、
東アジア関係史。著書に「創氏改名J、編著書に
「日本の植民地支配jなど。

．，， 

韓

関係
は
悪
い
買
が
自
に
つ
き

が
ち
だ
が 、
こ
の
間
も
学

術交

流
は
盛
ん
に
行
わ
れ 、
韓
流
ブ

ー
ム

以降 、
韓
国
文
化
理
解
は

広か
っ

た 。
一
方 、
8
月
に
出

た

戦後
均

年整躍

歴代内閣

の
立
場
の

堅持
を
宣
言
す
る
半

正
面 、
日
本

の行為
を
「
植
民
地

支
一座
や
「
侵
陪」
と

盟記
せ

ず 、
自
身
の
言
葉
で
の
「
お
わ

び」
を
避
け
る
な
ど 、
首
相
の

歴史
認
識
が
議
論
を
呼
ん
だ 。

朝

鮮近
代
史
研
究
は

日韓
の
研
究

者
の
努
力
で
深
化
し
て
き
た
が 、
多

く
の
人
が

納得
し
う
る

評個が
生
ま

れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い 。
そ

れ
で
も 、
い
ま
直
面
す
る
問
題
の
原

因が
ど
こ
に
あ
る
か
を
根
源
に
さ
か

の
ぼ
っ

て
考
え
る
上
で 、

「近代」

は
避
げ
て
通
れ
な
い 。

mN

年談話
は
評
価
で
き
な
い 。
安

倍
首
相
が
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
ど

ん
な
認

識を
持
っ

て
い
る
の
か
に
触

れ
な
か
っ

た 。
さ
ら
に 、

戦後生
ま

れ
や
子
や
孫
の
世
代
に

謝罪
を
続
け

る

宿命
を
背
負
わ
せ
て
は
な

らお
い

と
述
べ
た 。
し
か
し 、
首
相
自
身
が

戦後
生
ま
れ
だ 。
あ
あ
い
う
風
に
言

え
ば 、
自
分
も

謝罪
は
し
な
い
と
表

明
し
た
と
韓
国
人
は

受げ
取
る
の
で

は
な
い
か 。
植
民
地
支

配が
生
み
出

し
た
問
題
を
き
ち
ん
と

解決す
る
努

力
も
せ
ず
に 、「

謝罪
し
ま
せ
ん
よ」

と
言
っ

た
の
で
は

良好な
関
係
は
築

け
な
い 。
こ
の
さ
つ
な
首

相撃拍
こ

そ
が

歴史
認
識
問
題
を

拡大
し
て
い

る
と

言わ
ざ
る
を
え
な
い 。

日韓
両
政
府
の
合
意
に

基づ

い
て
2
0
0
2
年
以
降
実
施
さ

れ
た
2
度
の
共
同
歴
史
研
究

で 、

日韓
の
研
究
者
は
共

通認

識
を

導け
な
か
っ

た 。
一
方 、

大学輩m・
京
都
は
多
く
の
朝

鮮
研
究
者
を
生
み 、
韓
国
人
研

究
者
と
の
共
同
研
究
が
行
わ
れ

て
き
た 。
3
年
前
に
は
京
都
大 、

同
志

社大 、
立
命
館
大 、

悌教

大
の
ヨ
リ
ア
研
究
機
関
が

連携

す
る
「
京
都
コ
リ
ア
学
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム」
が

誕生
し
た 。

歴史
研
究
は

政壁土
導
で
は

どう

し
て
も
各
政
府
の
見
解
に
引
き
ず
ら

れ
や
す
い 。
民
間
の

自由な
交
流
を

通
じ
て
取
り
組
む
方
が
い
い 。

私は

毎
日
の
よ
う
に
韓
国
の
研
究
者
と
メ

ー
ル
で
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る 。

研
究
に
必
要
な
情
報
は
初 、
ω
年
前

に
比
べ
で
は
る
か
に

入手
し
や
す
く

な
っ

た 。
私
が
大
学
院
で

学び
始
め

た
mN

年代

前半 、

軍事
政
権
下
だ
っ

た
韓
国
で
植
民
地
期
の
研
究
は
タ
ブ

ー
で 、
韓
国
人
研
究
者
と
意
見
を
交

わ

す機会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た 。

京都は
大
学
が

集中
し 、
大
学
の

垣
根
を
越
え
た
ま
と
ま
り
が
あ
る 。

韓
国
の
研
究
者
が
京
都
の
大
学
で
聞

か
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る

と
し
た
ら 、

他大学
の
研
究
者
と
も

交
流
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
る 。
そ

う
い
う
点
で

他の
地
域
に
な
い
強

み
が
京
都
に
は
あ
り 、

今後も
そ
れ

を
伸
ば
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

る 。
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